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交流学習型・地域連携型の「栽培実習」カリキュラムの開発
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実習を実施するとともに，附属幼稚園との甘藷の栽

培，近隣の小学校との稲の栽培を通した相互交流学

習を行っている．また，環境保全に関する学習の一

環として，森林の保全や林業への理解を深めるため，

林野作業の体験学習を行っている．なお，これらの

取り組みは，教育学部を中心に熊本市教育委員会

熊本県菊池地域振興局，熊本市東部営農組合等との

連携により実施しているものである．

本報では，産学官連携による交流学習型・地域連

携型の「栽培実習」カリキュラムの開発について報

告する．

２.授業実践

２．１栽培実習の概要

「栽培実習」の目標は，作物の種類とその生育過

程および栽培に適する環境条件を体験的に知ること
や；栽培する作物に即した計画を立て,作物の栽培

ができることを主なねらいとしている．また，附属

農場等での栽培実習を通して，作物の栽培と人間生

活との関係，自然環境と人間生活との関わりについ

ても考えさせることをねらいとしている．

この栽培実習は，技術科の２年次生が隔週扱いと

して年間を通して履修している．具体的には〆栽培

実習は表１に示すように前期を中心に行い，前期の

雨天時および後期は大学で｢栽培」の講義を実施し

１．はじめに

近年，教員養成系大学.,学部において，資質の高

い教員養成を目指す高度・実践的な取り組みが求め

られている'｛本学部においても，高度な専門性と

実践的指導力を備えた教員の養成を目的とした幾つ

かのプロジェクトを立ち上げ汁検討‘実践を行って

いる2（その－つとして，教育委員会や学校現場Ｊ

地域社会と相互に連携．協力し，専門的な知識や技

能の獲得と実践的な指導力の育成を目指した学部カ

リキュラムの開発に取り組んでいる３１

ところで，中学校技術.家庭科技術分野の指導内

容の一つに栽培に関連する項目があり4｛中学校技

術の教員免許を取得するには栽培の講義および実習
は必修となる．また，近年，小．中学校の「総合的

な学習」において，種々の作物を栽培する体験型学

習や環境保全をテ〒マとした学習を行う学校が増加
している．そのため，教員養成系大学．学部にお

ても，栽培や環境保全に関する知識はもとより’そ

れらの学習を児童や生徒に体験的に学習させる指導

能力(p育成が求められている.
これらのことを踏まえ本学科ではプ教育学部附属

農場において；季節の草花や野菜などの作物の栽培

＊技術教育
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交流学習型・地域連携型の「栽培実習」カリキュラムの開発

人）が，教師，『保護者，大学生と一緒にそれぞ芋掘

りを行った、さらに，農場には畑地の他に花壇や無

耕作地があり卵種々の動植物が生息している.園児

には，作業の他に野外活動の一環として自由に活動
させる時間を設けている．

ている

附属農場は，本学から約３ｍに位置し，図１に示

すとおり，総面積が約8,000㎡,（水田：800㎡，耕

作地：4,000㎡，果樹園：1,000㎡）である．この附

属農場で栽培する作物等の維持９管理は，平成12年

度より，栽培担当の筆者らが作成した月毎の業務指

示書（表２）に基づき熊本市東部営農組合が行って

いる．また，栽培実習時には毎回，数名の組合員が

指導の補助を行うＪさらに，本格的な農作業や近代

農業施設の見学を兼ねて，附属農場以外に組合員の

圃場で実習する機会を設けている．

２２附属幼稚園との甘藷の栽培

平成12年度より附属農場において，附属幼稚園児

の体験学習の受け入れを行っている．栽培作業の難

易度や教育的な効果から，甘藷の栽培を行わせてい

附属幼稚園の年長児64人が，５平成17年度は，る．

月下旬に教師，保護者と一緒に甘藷の苗植えを行っ

た．また，１０月中旬に３歳児（28人)，４歳児（5９ 図1熊本大学教育学部附属農場

表１栽培実習の実習計画

主な実：習内容陽ロ

･石灰散布〆元肥〆耕転
･ジャガイモの土寄せ

･実習オリエンテーション（附属農場の案内）
・ピニールハウスのビニール張り

4！１

・トマト，キューリ，ナスの定植ｂ花壇の手入れ（ヒマワリの播種J除草）・茶摘み
･春まき草花のポットへの植え付け（ヒマワリｊコスモスなど）・落花生〆枝豆の播種

･播種（ウズラ豆，オクラ）・トマトｊキューリ，ナスの手入れ（ネット張り外誘引）
･ネイカ，カボチャのトンネル作り

Ｚ ４

３ ４

・トマト，キューリ，ナスの手入れ・収穫
･春まき草花のポットへの移植．

･甘藷の植え付け５４

･箱苗の準備（東部営農組合センター圃場・用土作り，用土箱入れγ散水肌播種,,覆土）
･バラ園の見学（自動制御による液肥の供給ｂ室温の調整）

５ 日

･甘藷の植え付け（２回目）・ジャガイモの収穫・春まき草花の定植６ ６

･秋まき草花の撤去・トマト，キューリ，ナスの収極･ジャガイモの収穫７ ６

･水田への稲苗植え付け（西原小学校５年生との交流学習）： ６

･秋まき草花，野菜の用土作り･甘藷の手入れ，除草・チューリップ球根堀上げ
･トマトノキューリ，ナスの収穫

９ ７

･水田の手入れ（雑草取り）･野菜の収穫（枝豆等）1０ ７

１
．
２

１
１ ･林業体験（植林・枝打ち作業の体験，草木染め・木工体験）

※熊本県菊池地域振興局，菊池林業研究グループおよび森林・林業活性化センター主催

ワ
ゾ

･甘藷の収穫（附属幼稚園生との交流学習）1３ 1０

･稲刈り（西原小学校５年生との交流学習）1４ 1０

･野菜の種まき（ほうれん草，ラデイッシュ，大根）？収穫祭
･秋まき草花の種まき（ナデシコ，パンジー，キンセンカ，デージー）

1５ １０
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表２業務指示書

業務指示書

下記の業務を遂行してください

平成１７年６月１日から平成１７年６月３０日分

業務内容｜｜業務場所Ｉ業務完了期限》》籠
き
ス
苗

野
植
の

魔

･新南部農場

･農場ハウス

･東部営農センター

６月９日

・ハウス植物管理

・水稲苗の育苗

・農場内除草作業

・畑地の耕起

･農場ハウス

･東部営農センター

･新南部農場

,新南部農場．

６月１６日

･水田の耕起

･樹木の剪定

･ハウス植物管理

･水稲苗の育苗

･農場水田

･農場果樹園．

`農場ハウス

･東部営農センター

６月２３日

図２幼稚園児による甘藷収穫

,農場内除草作業

･ハウス植物管理
･水田の管理

･樹木の消毒

･新南部農場

･農場ハウス

･新南部農場

･農場果樹園

６月３０日

収穫した甘藷は，自宅に持ち帰らせると共に，言

部は幼稚園に保管し「芋判」作りや調理（輪切りに

し，ホットプレートで加熱).の材料として活用して

いる．また，甘藷を収穫したときの絵や作文も描カン

‐せている．これらの一連の活動については，筆者が
担当する小学校「生活科」の講義でも取り上げ，そ

の実践例として，園児の絵やビデオ，写真と共に紹

介している．図２に幼稚園児による甘藷収穫の様子

を示す．

２３近隣の小学校との稲の栽培

「総合的な学習」では環境をテーマとした自然体

験型学習を実施している学校が多い．特に熊本市で

は;農業理解の促進や地元農産物の消費拡大などを
目的として「市民と農業のふれあい事業」を積極的

に行っている．そのため，熊本市教育委員会および

卒業論文等で交流のあった熊本市立Ｎ小学校からの

要請もあり，附属農場を校区にもつＮ小学校と田植

えから稲刈りまでの一連の米作りの交流学習を実施

している．平成12年度より毎年実施しｊ平成17年度

は，６月下旬に５年生５クラス168人と，技術科の

２年Zli(生10人，大学院生２人で田植え，１０月上旬に

稲刈りを実施した．稲刈りは，小学生を８～10人の

班に分け学生および院生が稲刈りの指導を行った．

なお，学生および院生は，交流学習の前に大学教員

より作業や安全指導について指導を受けている．図

３に稲刈りの様子を示す．

脱穀した米は東部営農組合で精米し，熊本市教育

委員会の予算で－部が購入され，小学校に届けられ

る．小学校では，家庭科の時間に調理し，食する機

会を設けている.．また，稲作に関わった体験につい

図３小学生との交流学習（稲刈り）

ては，「総合的な学習」の時間に発表したり，作文

に書かせたりしている．それらの活動や小学生が書

いた作文については，大学の「栽培」や「生活科」

の講義の時間に教材として活用している．

２．４林業体験

平成11年度より，栽培実習を履修している技術科

２年次生を含む学部および大学院の希望者約30人を

対象にＪ環境保全に関する学習の一環として，森林

の保全や林業への理解を深めることを目的に，林野

作業の体験学習と林家との意見交換会を実施してい

る．具体的には，熊本県菊池市の山林において，午

前中にスギやヒノキの間伐，枝打ち作業弘シイタケ

のこま打ち作業J午後に草木染め，木工体験,…地域

の林業研究グループとの意見交換等を実施して1人る．

平成14年度までは３月に実施していたが,平成15年
度からは夏季休業中の９月に実施している．図４に

枝打ち作業の様子を，表３に平成16年９月２日に実

施された林業体験の作業・活動計画を示す．

主催の熊本県菊池地域振興局は，森林と林業の持

つ役割の重要性を，将来を担う子ども達に伝える活

－６９－
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た項目は，「進んで実習に取り組んだか」と「栽培

に対しての興味関心が高まったか」が０３ポイント

の増加であった．これは，これまで試行錯誤を繰り

返しながら栽培実習のカリキュラムの改善を行うと

表３林業体験の作業・活動計画

作業・活動，内容時間

8:５０１熊本大学出発（パス）

菊池市の現地（水の駅）到着
開会式・林研連会長あいさつ
スケジュール説明，スタッフ紹介
午前中の作業説明・・・記念撮影‘
現場へ移動（下刈りと間伐は輸送）
午前の作業開始
（下刈りか間伐，枝打ちの３斑）
昼食場所へ移動

10:1０

図４林業体験（枝打ち作業）

１１:5０
動を行っている．その一環として，今後子ども達を

指導する立場となる教育学部の学生に,.実際に林業

体験や林家との交流会を実施したいとの強い要望が

ある．

２５調査および調査方法

平成14年度および平成16,17年度に，栽培実習を

受講した学生全員を対象に質問紙法によるアンケー
ト調査を実施した．対象数は，平成14年度が10人，

平成16年度13人，平成17年度10人である．調査内容

は'学生が感じている栽培実習についての成果と課

題意識を把握することを目的として，選択と自由記

述で回答を求めた．表４に質問紙を示す』

３．結果と考察

表４の設問１の各質問項目に対して「思う」を＋

２点，「思わない」を－２点，「どちらともいえな

い」を０点，さらにそれぞれの中間を設け５段階に

よる評価を行った.統計的処理を行った結果を図５

に，自由記述式による調査結果を表５に示す．

図５よい平成14年度は，すべての項目で＋１点

を超え，マイナスの回答はない．低いものでも平均

値が124,最高値が1.73となり，全平均値が1.59と

いう高い評価を得た．「栽培技術の向上がみられた

か」の問いについては，124と低いが駅これは授業

時間内だけでは＋分な技術向上が得られないと思っ

ていることを示している.「進んで実習に取り組ん

だか」の問いについて若干値が低いのは，自由記述

による回答から，栽培実習の内容が初めてのことば

かりで不安を感じていたためと類推することができ

る．また，営農組合の実習指導に関しては，1.73と

高い評価を得た．平成16年度および17年度も平成１４

年度の調査と同様に高い値が得られた．平成17年度

は全体の平均値が1.63,最低値は1.20と，３年前の

調査に比べ若干高い値が得られた特に値が増加し

12:１０１昼食（きくちふるさと水源交流館）

スタッフ紹介

午後の体験活動開始
（木工，竹加工，草木染の３班）
体験活動の後かたづけ

１２:５０

１３:00

１４:5０

意見交換会・閉会式
意見交換会会場出発
菊池北中校舎着（木造新築校舎見学）
菊池北中校舎出発
熊本大学

１５:0０

１５:4０

１６:００

１６:２０

１７:2０

準備：作業の出来る服装，タオルや山作業用の靴
を準備（小雨決行）

参加費：無料，但し保険料として５００円

表４アンケート調査で用いた質問紙

栽培実習についてのアンケート

この調査は授業改善の資料とするために行うものです。

率直な意見・感想などを記入して下さい。なお，成績評価

とは無関係であり，この調査によって学生個人が不利益を

被ることは一切ありません。

１．次の質問について，５段階で答えて下さい。

思うどちらとも言えない思わない
５．４。３゜２．１

①栽培や植物につし､ての知職が高まったか５．４．３．２．１

②栽培技術について技能の向上がみられたか
５．４．３．２．１

③進んで実習に取り組んだｶﾕ。５．４．３．２．１

④栽培についての興味関心が高まったか５．４．３．２．１

⑤営農組合員の指導は分かりやすかったか５．４．３．２．１
⑥実際指導する時の参考になったか‘５．４．３．２．１
⑦実践的な指導を受けることができたｶユ５．４．３．２．１

２．次の項目について意見や感想を書いて下さい。

①営農組合員の指導について

②幼稚園生との甘藷栽培・収稜について

③小学生との稲の栽培・収穫について

④林業体験について

⑤栽培実習全体に対して

－７０－

準備：作業のＩＨＩ来る服装，タオル寿山騨業用の靴
を準備（小雨決行）

参ｶﾛ費：無料，但し保険料としてｂ(〕０円

時間 作業･活動内容

8:5０ 熊本大学ＩＨＩ諾（バス）

10:1０

１１:5０

菊地ｲﾌﾞの現地（水の駅）到着
開会式・林研連会長あいさつ
スケジュー･ル説明，スタッフ紹介
午前中の作業説泪。・・記念撮影
現場へ移動（下刈りと間伐は輸送）
午前の作業開始
（下刈り，闇伐。枝打ちの３斑）
昼食場ﾜﾆへ移動

12:1０ 昼食（きくちふるさと水源交流館）

12:50

13:､0

14:5０

スタッフ紹介

午後の体験活動開始
(木工，竹加I:，章木染の３班）
体験活動の後かたづけ

15:00

15:40

15:00

16:20
17:2０
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では得るごとのできない実践的な知識や体験を得る

ことが可能となったと言える．

また，学生は小学生との田植えや稲刈りは，楽し

く充実しており，教師を目指すうえで貴重な体験と

なっていると感じておい教育的効果が高いといえ

る．さらに,自分の指導に対する反省や安全指導の

不充分さについて言及していることからも，小学生

との交流学習の教育的効果が示されたといえる．栽

培実習を受講する学生が田植えや稲刈りの指導を受

ともに，営農組合との連携による指導が充実してき

たためと考えられる．

自由記述による調査でも，平成14）１６年度ともプ

ラスイメージがほとんどであった．これは，営農組

合の組合員による指導が分かりやすく，適切な指導

であったためと思われる．大学教員の説明だけでな

く，経験豊かな営農組合員による指導により，学生

は直接専門家の栽培技術の指導や助言を受けること

ができる．このことにより，大学の講義や実習だけ

圃H17年度ｐＨ16年度回H14年度’
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図５栽培実習指導に対する評価

表５栽培実習に対する学生の感想

,平成１４年度

プラスイメージマイナスイメージ

平成１６Ⅲ年度・

プラスイメージ，’マイナスイメージ

灘鴬雛鰯Ｗｌ騨繍鱒いので．
･長袖が必要なときは教えて欲

しい

.機械の使い方も学びたかった

･具体的な栽培方法が分かった(4)
･実践的な指導がためになった(3)

･安全指導の重要性(2)‐

｡楽しく，和やかな雰囲気
･合理的な農作業が分かった

.親切で，楽しい指導
･作業のポイントが理解しやすい

･適切な指導(6)

｡仲良くなれた(3)

｡楽しい(2)

｡手際の良さに感動した（２）

.Ｔ車．分かりやすい(2)

･いろいろな知鐡を得られた(2)
.良かった
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･自分の指導が悪かった

･予想をしないような行動をする

子どもがいて大変
･危なっかしくて見ていられない

.楽しく充実した実習であった（５）・安全指導が徹底できない

｡教師を目指す上でだめになった・小学生は力がないので一度
（４）では稲が刈れなくて苦労
･小学生の意欲と積極性に驚いた
（２）

･刈るのが上手で作業が早い（２）

･貴量な経験ができた（２）

･ハードな作業だが充実感（８）・思っていた以上に重労働
･林業の難しさや楽しさを体験（３）（２）

･体験したことを子どもに伝えたい・林業に関する一連の作業も
（３），見たい（２）．

｡楽しかった(4)

｡ためになった(4)

･教師を目指す上でためになっ

た(3)

･貴重な経験ができた(2)

.おもしろかった，うれしかった
（２）

･作業がとてもきつかった（２）

｡もう少しじっくり取り組んでみ

たかった（２）

･他の作業も体験してみたい
（２）

･体験できない貴重な体験（４）

d直接林業に携わる人の話が間
け参考になった（３）

･教師になる人には参考になる
（３）

･指導が親切でうれしかった
（２）．

･また参加したい(２）

･ハードな作業だが充実感（８）

･林業の難しさや楽しさを体験（３）
･体験したことを子どもに伝えたい

（３）．

･内容が充実しエ夫されている（２）

｡これからの生活でも木を大切にし
ていきたい（２）

.楽しかった(4)・草取りが辛かった(2)

･ためになった(4)・初めてのことばかりで不安なと

･自分で育てた収穫の喜び(2)きが多Ｒあった。
.育てた物を食べる喜び(2)
｡みんなで協力して楽しくできた゛

･子どもと触れ合う樫会を増や
す

｡楽しく充実した実習であった（６）

･栽培の知識や技術がみについた
（４）

･児童との関わりができた（３）
･自分でも色々やってみたい(2)
･自分で育てた収税の喜び（２）

･草取りが大変だった

｡栽培の途中を体験できない
ことがあった
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交流学習型・地域連携型の「栽培実習」カリキュラムの開発

けるだけでなく，実際にそれらの作業を小学生に教

えるという体験は，教員養成教育としては，大変効

果的であると思われる．

林野作業の体験について学生は，楽しく充実した

体験と捉えるとともに，「林家との交流から林業の

大変さや，やり甲斐についても実感することができ

た」「自分の体験を通して計子ども達にも森林の果

たす役割や森林保全の重要性についても伝えていき

たい」という感想を持っている

栽培実習全体に対しては，草取りがきついなど辛

いと感じながらも，楽しく意欲的に実習に取り組ん

でいることがわかる．また，自分で育てたものを収

穫し，食することの喜びを体感できたと捉えている．

以上のように，アンケート調査結果からも高い評
価が得られ，産学官連携による交流学習型・地域連

携型の本栽培実習の有効性が明らかとなった．

４．おわりに

教員養成系大学・学部における高度な専門性と実

践的指導力を備えた教員の養成を目的として，産学

官連携による交流学習型・地域連携型の「栽培実

習」カリキュラムの検討を行った．具体的には，関

連諸機関と相互に連携・協力し，専門的な知識・技

能の獲得と実践的な指導力の育成を目指した－その

結果,以下の知見を得た．

1）営農組合との連携による栽培実習は，アンケー
ト調査から高い教育的効果があることが明らか

となった．

２）学生時に幼稚園児との芋掘りや小学生との田植

え・稲刈り，林業体験などを体験することは，

草花や野菜を栽培ずる体験型学習や環境保全を

テーマとする「総合的な学習｣，「環境教育」へ

の取り組みに関しても効果的である．

3）これらの活動の中で，直接農家や林家の方の，

農業や林業に懸ける思いを聞けたことも貴重な

経験となった．さらに，学校現場では，「総合

な学習」において保護者や地域の方をゲスト

テイーチャとして招聰することが多い．今後教

師となる学生にとって，地域の方と連携した活

動や行事を体験できたことも有益である．

このように，産学官連携による交流学習型・地域

連携型の栽培実習の取り組みはｊ教員養成系大学に

おけるカリキュラムとして有効である．今後は，本

カリキュラムを「総合演習」に移行した場合の,､具

体的カリキュラムの構築を行う予定である．
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